
三
遠
南
信
の
古
代
地
名
を
め
ぐ
っ
て

北

川

和

秀

一
、
和
名
類
聚
抄
以
前
の
文
献
に
見
え
る
郡
郷
里
名
（

は
和
名
抄
に
見
え
な
い
地
名
）

【
参
河
国
】

郡
名

郷
里
名
な
ど

青
見
評
（
石
神
木
簡
）

前
里
（
平
城
宮
木
簡
）

碧
海
郡
（
平
城
宮
木
簡
）

石
寸
里
（
平
城
宮
木
簡
）

知
利
布
五
十
戸
（
石
神
木
簡
天
武
四
・
一
〇

）

采
女
里
（
平
城
宮
木
簡
）

□
部
里
（
平
城
宮
木
簡
）

依
網
原
（
万
葉
一
二
八
七

）

委
之
取
五
十
戸
（
石
神
木
簡
）
・
和
之
取
里
（
平
城
宮
木
簡
）
・
鷲

取
郷
（
二
条
大
路
木
簡
）

長
谷
部
里
（
平
城
宮
木
簡
）

大
市
部
五
十
戸
（
石
神
木
簡
朱
鳥
元

）

青
見
（
石
神
木
簡
）
・
青
見
里
（
平
城
宮
木
簡
）

呰
見
郷
（
丹
裹
文
書
）

桜
井
戸
（
石
神
木
簡
）

鳥
取
（
石
神
木
簡
）
・
鳥
取
駅
家
（
伊
場
木
簡
）

各
田
評
（
石
神
木
簡
）

新
木
郷
（
平
城
宮
木
簡
）

農
多
郡
（
平
城
京
木
簡
）

鴨
田
郷
厚
石
里
（
平
城
京
木
簡
）

額
田
郡
（
平
城
宮
木
簡
）

謂
我
郷
（
平
城
京
木
簡
）

額
田
郷
（
平
城
宮
木
簡
）

麻
津
郷
（
丹
裹
文
書
）

山
豆
奈
駅
家
（
伊
場
木
簡
）
・
山
綱
駅
家
（
丹
裹
文
書
勝
宝
二
・
四
・

一
九

）

鴨
評
（
石
神
木
簡
持
統
六
・

某
郷
緑
野
里
（
平
城
宮
東
方
官
衙
地
区
木
簡
）

九
・
七

）

高
椅
里
（
石
神
木
簡
持
統
六
・
九
・
二
四

）
・
高
橋
郷
（
平
城
宮
木
簡
）

加
茂
郡
（
平
城
京
木
簡
）

山
田
五
十
戸
（
石
神
木
簡
）
・
山
田
里
（
石
神
木
簡
持
統
四
・
一
二

）

上
枯
郷
（
平
城
京
木
簡
）

下
枯
里
（
石
神
木
簡
）

波
豆
評
（
藤
原
宮
木
簡
）

□
〔
篠
ヵ
〕
嶋
里
（
藤
原
宮
木
簡
）
・
篠
嶋
（
平
城
宮
木
簡
）

波
豆
郡
（
藤
原
宮
木
簡
）

比
莫
嶋
（
平
城
宮
木
簡
）

芳
図
郡
（
平
城
宮
木
簡
）

熊
来
郷
（
西
隆
寺
木
簡
神
護
景
雲
元
・
一
〇
・
一
〇

）



芳
豆
郡
（
平
城
宮
木
簡
）

矢
田
里
（
藤
原
宮
木
簡
）

播
豆
郡
（
二
条
大
路
木
簡
）

之
者
津
五
十
戸
（
石
神
木
簡
）
・
四
極
山
（
万
葉
二
七
二

）

大
浜
（
石
神
木
簡
）

析
嶋
（
平
城
宮
木
簡
）

穂
評
（
石
神
木
簡
）

穂
里
（
石
神
木
簡
）

穂
郡
（
平
城
宮
木
簡
）

方
原
戸
（
石
神
木
簡
）
・
形
原
郷
（
平
城
宮
木
簡
）

宝
飫
郡
（
二
条
大
路
木
簡
）

赤
日
子
里
（
藤
原
宮
木
簡
）

美
養
郷
三
宅
里
（
二
条
大
路
木
簡
）

望
理
郷
（
宮
町
木
簡
）

度
津
郷
（
平
城
京
木
簡
）

篠
束
郷
（
平
城
宮
木
簡
天
平
一
八
・
九
・
二
〇

）

豊
川
郷
（
平
城
宮
木
簡
）

宮
地
駅
家
（
伊
場
遺
跡
木
簡
）

八
名
郡

片
山
里
（
平
城
京
木
簡
和
銅
六

）

多
米
里
（
平
城
京
木
簡
和
銅
六

）
・
多
米
郷
（
平
城
京
木
簡
天
平
二
・

六
・
五

）

神
里
（
平
城
京
木
簡
和
銅
六

）

八
名
郷
大
刀
里
（
二
条
大
路
木
簡
）

飽
□
〔
海
ヵ
〕
評
（
石
神
木

寸
松
里
（
藤
原
宮
木
簡
・
平
城
宮
木
簡
和
銅
二

）

簡
）

射
等
篭
荷
四
間
（
万
葉
二
三

）
・
伊
良
虞
能
嶋
（
万
葉
二
四

）

□
〔
飽
ヵ
〕
臣
郡
（
平
城
宮

●
〔
幡
ヵ
〕
太
郷
（
平
城
宮
木
簡
天
平
宝
字

）

木
簡
和
銅
二

）

渥
美
郷
（
宮
町
木
簡
）

飽
海
郡
（
平
城
宮
木
簡
）

大
辟
部
五
十
□
〔
戸
ヵ
〕
（
石
神
木
簡
）
・
大
鹿
部
里
（
平
城
宮
木

渥
美
郡
（
二
条
大
路
木
簡
天

簡
）
・
大
□
〔
壁
ヵ
〕
里
（
長
屋
王
木
簡
和
銅
七

）
・
大
辟
里
（
平
城

平
八

）

宮
木
簡
）
・
大
壁
郷
松
間
里
（
二
条
大
路
木
簡
天
平
八

）

【
遠
江
国
】

郡
名

郷
里
名

浜
名
（
藤
原
宮
木
簡
）

新
井
里
（
伊
場
木
簡
持
統
五
・
一
二

）
・
新
居
郷
（
遠
江
国
浜
名
郡
輸

浜
名
郡
（
遠
江
国
浜
名
郡
輸

租
帳
天
平
一
二
・
一
一
・
二
〇

）

租
帳
天
平
一
二
・
一
一
・
二
〇

）

津
築
郷
（
遠
江
国
浜
名
郡
輸
租
帳
天
平
一
二
・
一
一
・
二
〇

）

贄
代
（
城
山
木
簡
）
・
尓
閇
乃
宇
良
（
万
葉
四
三
二
四

）

渕
評
（
伊
場
木
簡
文
武
三
・

上
里
（
伊
場
木
簡
）

三
・
一
九

）

□
呼
嶋
（
平
城
宮
木
簡
）



敷
智

郡

（
続

紀
霊

亀

元

・

五

嶋
□
□
〔
加
郷
ヵ
〕
（
城
山
木
簡
）

・
二
五

）

敷
智
□
〔
郷
ヵ
〕
（
城
山
木
簡
）

入
野
里
（
伊
場
木
簡
持
統
九

）

□
宗
可
□
〔
里
ヵ
〕
（
伊
場
木
簡
）

蛭
田
郷
（
伊
場
木
簡
）

（
蛭
田
郷
）
中
寸
里
（
中
村
木
簡
和
銅
八

）

赤
坂
郷
（
伊
場
木
簡
）
・
赤
坂
郷
嶋
里
（
鳥
居
松
木
簡
神
亀
元

）

柴
江
五
十
戸
（
伊
場
木
簡
天
武
一
〇
・
一
・
一
〇

）
・
柴
江
里
（
伊
場

木
簡
）

竹
田
五
十
戸
（
伊
場
木
簡
）
・
竹
田
里
（
伊
場
木
簡
文
武
三
・
三
・
一

九

）
・
竹
田
郷
（
伊
場
木
簡
）
・
竹
田
郷
□
江
里
（
伊
場
木
簡
）

袁
文
里
（
伊
場
木
簡
）
・
烏
文
（
伊
場
木
簡
天
平
七

）
・
小
文
里
（
中

村
木
簡
）
・
小
文
郷
（
伊
場
木
簡
）

和
治
（
伊
場
木
簡
）

浜
津
□
〔
里
ヵ
〕
（
伊
場
木
簡
）
・
浜
津
郷
（
伊
場
木
簡
）

栗
原
（
伊
場
木
簡
）

伊
奈
佐
保
曽
江
（
万
葉
三
四
二
九

）

京
田
□
□
〔
五
十
ヵ
〕
（
城
山
木
簡
）

荒
玉
評
（
藤
原
宮
木
簡
）

赤
□
里
（
藤
原
宮
木
簡
）

麁
玉
郡
（
万
葉
四
三
二
二

左
注

）

長
田
評
（
飛
鳥
京
木
簡
）

鴨
里
（
藤
原
宮
木
簡
）

長
田
郡
を
上
下
に
分
割
（
続

佐
除
里
（
藤
原
宮
木
簡
）

紀
和
銅
二
・
二
・
二
〇

）

大
□
里
（
平
城
宮
木
簡
）

長
田
上
郡
（
山
背
国
愛
宕
郡

匹
□
〔
沼
ヵ
〕
五
十
戸
（
飛
鳥
京
木
簡
）

雲
下
里
計
帳
神
亀
三

）

長
上
郡
（
二
条
大
路
木
簡
天

平
二
〇

）

長

下
郡

（

続
紀
霊

亀

元

・

五

伊
筑
郷
（
宮
町
木
簡
天
平
一
六
・
七

）

・

二

五

）
・

長

下

郡

（

平

城

宮
木
簡
）
・
長
下
郡
（
万
葉

四
三
二
一
左
注

）

石
田

郡

（
続

紀
霊

亀

元

・

五

高
菀
郷
（
丹
裹
文
書
天
平
勝
宝
二
・
四
・
一
一

）

・

二

五

）
・

石

田

郡

（

平

城

大
郷
（
御
殿
二
之
宮
木
簡
）
・
大
乃
浦
（
万
葉
一
六
一
五

）

京
木
簡
）

壬
生
郷
（
二
条
大
路
木
簡
天
平
八

）

磐
田
郡
（
駿
河
国
正
税
帳
天

□
□
〔
野
中
ヵ
〕
（
平
城
京
木
簡
）

平

一

〇

）
・

磐

田

郡

（

霊

異

久
米
郷
（
御
殿
二
之
宮
木
簡
）



記
中
三
一

）

豊
国
郷
（
御
殿
二
之
宮
木
簡
）

佐
益
郡
（
駿
河
国
正
税
帳
天

平

一

〇

）
・

佐

□

□

〔

益

郡

ヵ
〕
（
二
条
大
路
木
簡
）

佐
野
郡
（
万
葉
四
三
二
五

左
注

）

佐
益
郡
の
八
郷
を
割
い
て
山

名
郡
を
設
置
（
続
紀
養
老
六

・
二
・
一
六

）

山
名
郡
（
平
城
宮
木
簡
天
平

一
七

）
・
山
名
郡
（
万
葉
四
三
二
三

左
注

）

紀
甲
郡
（
藤
原
宮
木
簡
）

朝
夷
郷
（
刑
部
広
浜
優
婆
塞
貢
進
文
神
護
景
雲
四
・
八
・
二

）

城
飼

郡

（
続

紀
宝

亀

二

・

三

松
渕
（
飛
鳥
池
木
簡
）
・
松
淵
里
（
藤
原
宮
木
簡
）

・
四

）

狭
束
郷
（
御
殿
二
之
宮
遺
跡
）
・
狭
→
〔
束
郷
〕
（
正
倉
院
宝
物
）

蓁
原

郡

（
続

紀
天

平

五

・

九

鵜
田
里
（
霊
異
記
中
三
九

）

・
二
三

）

□
〔
相
ヵ
〕
良
里
（
藤
原
宮
木
簡
）

榛
原
郡
（
霊
異
記
下
三
五

）

【
南
信
濃
】

郡
名

郷
里
名

伊
奈
□
（
飛
鳥
池
木
簡
）

小
村
□
〔
郷
〕
（
正
倉
院
宝
物
天
平
一
〇
・
一
〇

）

伊
奈
評
（
藤
原
宮
木
簡
）

伊
那
郡
（
正
倉
院
宝
物
天
平

元
・
一
〇

）

束
間
温
湯
（
書
紀
天
武
一
四

須
我
能
安
良
能
（
万
葉
三
三
五
二

）

・
一
〇
・
一
〇

）

山
家
郷
（
平
城
宮
木
簡
）
・
山
家
郷
（
正
倉
院
宝
物
天
平
勝
宝
四
・
一

□
〔
束
〕
間
郡
（
屋
代
木
簡
）

〇

）

筑
摩
□
〔
郡
〕
（
平
城
宮
木

簡
）

筑
摩
郡
（
延
暦
八
・
五
・
二
九

）



二
、
参
河
国
賀
茂
郡
の
上
枯
郷
・
下
枯
里

（
『
木
簡
研
究
』
第
三
八
号
。
二
〇
一
六
年
一
一
月
）

《
中
略
》

《
中
略
》

《
中
略
》



三
、
遠
江
国
敷
智
郡
の
浜
津
郷
・
浜
松
郷

（
名
古
屋
市
博
物
館
本
和
名
抄
）

（
高
山
寺
本
和
名
抄
）

（
古
活
字
本
和
名
抄
）

（
東
急
本
和
名
抄
）

〔
諸
ヵ
〕
〔
古
万
呂
ヵ
〕

○
浜
津
郷
□
石
部
□
□
□
（
伊
場
遺
跡
木
簡
一
九
）

四
、
信
濃
国
の
筑
摩
郡
と
千
曲
川

①
軽
部
朝
臣
足
瀬
・
高
田

首

新
家
・
荒
田
尾

連

麻
呂
を
信
濃
に
遣
し
て
、
行
宮
を
造
ら
し
む
。
蓋
し
、

た
る

せ

た
か

た
の
お
び
と
に
ひ

の
み

あ
ら

た

を
の
む
ら
じ

か
り

み
や

け
だ

束
間
温
湯
に

幸

さ
む
と
擬
ほ
す
か
。
（
日
本
書
紀

天
武
一
四
・
一
〇
・
一
〇
）

つ
か

ま
の

ゆ

い
で
ま

お
も

〔
束
〕

②
・
□
間
郡
束
□

〔
悲
〕

・
□

（
屋
代
木
簡
一
〇
二
）

豆
加
萬

③
筑
摩

（
和
名
類
聚
抄
「
信
濃
国
」
古
活
字
本
）

国
府

信
濃
の
つ
か
ま
の
湯
に
、
を
か
し
か
り
し
か
ば
、
書
き
付
け
し
、
こ
れ
た
だ
の
さ
い
し
や
う
の
を

り

④
出
づ
る
湯
の
わ
く
に
か
か
れ
る
白
糸
は
く
る
人
た
え
ぬ
も
の
に
ざ
り
け
る
（
重
之
集

一
四
〇
）

修
理
大
夫
こ
れ
た
だ
信
濃
守
に
侍
り
け
る
時
と
も
に
ま
か
り
く
だ
り
て
つ
か
ま
の
湯
を
見
は
べ
り

て

源
し
げ
ゆ
き

⑤
出
づ
る
湯
の
わ
く
に
か
か
れ
る
白
糸
は
く
る
人
た
え
ぬ
も
の
に
ぞ
あ
り
け
る
（
後
拾
遺

一
〇
六
一
）

⑥
・
讃
信
郡
《
長
屋
王
家
木
簡
》
（
信
濃
国
更
級
郡
）

・
播
信
郡
《
長
屋
王
家
木
簡
》
（
信
濃
国
埴
科
郡
）

・
策
覃
郡
《
長
屋
王
家
木
簡
》
（
武
蔵
国
埼
玉
郡
）

・
甘
作
郡
《
二
条
大
路
木
簡
》
（
近
江
国
神
埼
郡
）

・
尺
太
郡
《
二
条
大
路
木
簡
》
（
近
江
国
坂
田
郡
）

・
紀
甲
郡
《
藤
原
京
木
簡
》
（
遠
江
国
城
飼
郡
）
な
ど



⑦
江
戸
時
代
の
資
料
に
お
け
る
「
筑
摩
郡
」
の
よ
み

（
『
日
本
地
名
便
覧
』
天
保
九
年
四
月
刊
）

⑧
信
濃
な
る
筑
摩
の
川
の
細
石
も
君
し
踏
み
て
ば
玉
と
拾
は
む
（
万
葉
集
三
四
〇
〇
）

ち
ぐ

ま

さ
ざ
れ
し

五
、
遠
江
国
磐
田
寺
の
起
源

丹
生

直

弟
一
は
、
遠
江
国
磐
田
郡
の
人
な
り
き
。
弟
一
、
塔
を
作
ら
む
と
し
て
願
を
発
し
、
未
だ
其

に

ふ
の

あ
た
ひ
お
と

か
み

お
と

か
み

い
ま

そ

の
塔
を
造
ら
ず
し
て
淹
し
き
年
を
歴
、
猶
し
願
を
果
さ
む
と

睠

み
て
、
毎
に

懐

を
軫
む
。
聖
武
天
皇
の

ひ
さ

へ

な
ほ

か
へ
り

つ
ね

こ
こ
ろ

い
た

御
世
に
、
弟
上
年
七
十
歳
、
妻
年
六
十
二
歳
に
し
て
、
懐
妊
み
て
女
を
生
む
。
左
の
方
の
手
を
捲
り
て
、

お
と

か
み

め

は

ら

に
ぎ

以
て
産
生
る
。
父
母
怪
し
び
て
、
捲
れ
る
手
を
開
く
に
、
弥
増
に
固
く
捲
り
て
、
猶
し

故

に
舒
べ
ず
。

う

ま

い
や

ま
し

な
ほ

こ
と
さ
ら

の

父
母
愁
へ
て
曰
は
く
「

嫗

、
時
に
非
ず
し
て
子
を
産
み
、
根

具

ら
ず
。
斯
れ
大
き
な
る
恥
と
す
。
因
縁

う
れ

お
う
な

あ
ら

こ
ん
そ
な
は

こ

を
以
て
の
故
に
、

汝

、
我
が
子
に
生
る
」
と
い
ふ
。

廼

ち
嫌
ひ
棄
て
ず
し
て
、

慈

び
哺
し

育

む
。
漸

な
む
ち

う
ま

す
な
は

き
ら

う
つ
く
し

ひ
だ

は
ぐ
く

や
や

く
長
大
る
に

随

ひ
て
、
面
容
端
正
し
。
年
七
歳
に
至
り
、
手
を
開
き
て
母
に
示
し
て
曰
は
く
、
「
是
の

ひ
と

と
な

し
た
が

か

ほ

き
ら

ぎ
ら

こ

物
を
見
よ
」
と
い
ふ
。
因
り
て

掌

を
瞻
れ
ば
、
舎
利
二
粒
有
り
。
歓
喜
び
異
奇
び
て
、
諸
人
に
告
げ
知

よ

て
の
ひ
ら

み

ふ
た

つ
び

よ

ろ

こ

あ

や

し

ら
す
。
諸
人
衆
、
喜
び
展
転
ぶ
。
国
の

司

、

郡

の
卿
、

悉

く
に
喜
び
、
知
識
を
引
率
し
て
、
七
重
の

も
ろ

び
と

た
ち

こ
い

ま
ろ

つ
か
さ

こ
ほ
り

き
み

こ
と
ご
と

い
ん

そ
ち

塔
を
建
て
、
彼
の
舎
利
を
安
み
し
て
、
供
養
し
了
る
。
今
磐
田
郡
の
部
内
に
建
立
せ
る
磐
田
寺
の
塔
是
れ

そ

を
は

こ
ん

り
ふ

い
は

た

で
ら

こ

な
り
。
塔
を
立
て
し
後
に
、
其
の
子

忽

に
死
に
き
。

闓

か
に
知
る
、
願
と
し
て
得
ず
と
い
ふ
こ
と
无

そ

た
ち
ま
ち

あ
き
ら

く
、
願
と
し
て
果
さ
ず
と
い
ふ
こ
と
无
し
と
い
へ
る
は
、
其
れ
斯
れ
を
謂
ふ
な
り
。

そ

こ

（
『
日
本
霊
異
記
』
中
・
三
十
一
）




